
調査の概要

第 1章 1995年度岡山大学構内遺跡調査報告

第 1節 調査の概要

当センターにおいては大学構内における掘削を伴う工事に際し,事務局施設部企画課を通じ

て事務手続きを行ったうえで,発掘調査・試掘調査・立会調査にわけて調査を実施している。

これまでのところ,その調査の対象は津島地区と鹿田地EXrと が中心になっている。特に鹿田

地区は周知の遺跡 (鹿田遺跡)と して,掘削を伴う工事に際し,届 出を提出した上で対応を

行っている。また,津島地区においても,新たな遺跡の確認が進んでいることから,遺跡名称

を「津島岡大遺跡」と総称し,届出の有無にかかわらず ,少なくとも立会調査を実施してい

る。

1995年度は,発掘調査 3件 ,試掘調査 3件 (以上いずれも津島地区),立会調査18件 (津島地

区10件 ,鹿田地区 8件)を実施した。そのうち発掘調査・試掘調査については本章でその概要

を述べ,立会調査の詳細については表 1(p.30～ 31)に記す。

第 2節 発掘調査

1 津島岡大遺跡第13次調査 (福利厚生施設北

棟新営予定地 ,津島北AW～AXll～ 12区 )

a.調査の経過

本調査は,予算措置の関係で 2カ月足らず実

施して中断した1994年度の調査
0の後 ,半年余

の中断を経て 7月 に再開した。再開までに半年

あまりの中断が見込まれたため,調査中断時に

は遺構面の保護等にかなりの時間と労力を費や

さざるを得なかったが,再開にあたっても同様

に多くの時間と労力を要した。

記録的な猛暑に悩まされ続けた調査でもあっ

たが,弥生時代末から古墳時代にかけての多数

1.第 1次調査地点 (NPl 1982年 度)
2.第■次調査地点 (総合情報処理センター 1998年度)
3.第 12次調査地点 (附属図書館 1994年度)
4.第 13次調査地点 (福利厚生施設北 今年度)

図 1 津島調査地点位置図 (縮尺 1/5,000)

の濤の検出をはじめとする成果を得て,10月 上旬に調査を終了した。

1995年度の調査期間は 7月 10日から10月 4日 である。当初は調査員 2名 が担当し,8月 下旬

より3名 に増員した。調査面積は816∬ である。

b.層序と地形
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層 序 (図 2 写真 1)

現地表は標高4.4～4.6mである。 1層は1907～ 1908年の旧陸軍屯営地建設に伴う造成上であ

る。 2層は灰黄褐色の砂質土,3層は緑灰色の粘質土で,粗砂を多量に含む。ともに近代の耕

作土とみられる。 4～ 6層はオリーブ灰色系の砂質土 ,あ るいは粘質土で,いずれも近世に帰

属すると思われる。 5層上面では,南北方向の耕作痕が認められた。

7層は灰褐色の粘質土層 ,8層は灰色系の砂質土層である。ただし後者の堆積は部分的で確

認できなかった部分も多い。 9層は灰褐色粘質土層で,7～ 9層が中世の遺物を包合する。

10層はオリーブ灰色の粘質土層である。 6,7世 紀の須恵器を多く含むので,古墳時代後期
の包含層と考えられる。調査区の北西部では,こ の層の上面で断片的な水田畦畔を検出した

が,帰属時期の詳細は不明である。以上の上層は,おおむね水平堆積である。

11。 12層はいずれも灰褐色系の粘質土層である。両層とも色調・土質が類似するが,両層の

間に砂層が認められる部分があることや,後述する濤群の多くが12層上面で検出された点など

から,それぞれ11層 ,12層 とに分けられるものと認識した。出土遺物および遺構の状況などか
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図2 上層断面図 (縮尺1/6①

写真 1 土層断面

-2-



発掘調査

ら,■ 。12層は弥生時代後期～古墳時代後期の可能性が求められる。

13層は黒褐色の粘質上で,いわゆる「黒色土」である。上面の標高は2.6～ 2,7mで ある。

11・ 12層で検出された遺構に削平されて,多 くの部分で失われており,調査区の北西側でのみ

確認できた。上面で水田畦畔が検出されている。また,水田面を覆う茶褐色の洪水砂が,不明

瞭ながら一部で確認されたが,調査区の断面には明瞭にあらわれなかった。突帯文期～弥生前

期の時期が考えられている。

14層は灰黄褐色の粘質土層で,基盤層と考えられる。上面で検出した遺構面では,遺物がほ

とんど出土しなかったが,これまでの調査成果から縄文時代後期の時期が想定される。

地 形

本調査区は,微高地頂部からやや下がったところに位置すると考えられる。縄文時代の終わ

りから弥生時代の初頭にかけての黒色上の堆積が安定していることから,調査区内は本来,比

較的平坦な地形であったと思われる。弥生時代中期から古墳時代後半にかけて形成された濤群

が埋没する過程で,古墳時代の末頃までに11層が堆積するが,濤群が集中する調査区の南西側

で,よ り厚い堆積を見せる。溝群の埋没過程では,調査区の南西側が幾分たわみ込んだ状況が

続いたようである。しかし10層上面の段階で,すでに大きな比高差が認められないことから,

古墳時代後期以降の段階で,造成等による地形の修正がなされた可能性も考えられよう。中世

以降は,いずれの時期にもほぼ水平な堆積が認められる。

c.遺構と遺物

縄文時代 (14層 )

調査区のほぼ北半部で,ピ ット

90数基・炭集中部 2カ所を検出し

た。ピットは径約15911,深 さ約15

clnで埋上が淡褐色砂質土ものと,

径30～ 50clll前後 ,深さ20～30cm前

後で埋土に灰褐色粘質土をもつも

のの大きく2種類がある。これら

の性格などについては不明である。

弥生時代～古墳時代 (10～ 13層)(図 3 写真 3)

13層上面で,小区画の水田畦畔と溝 2条を検出した。水田畦畔の上面は,薄 く茶褐色の洪水

砂に覆われていた部分も多少あった。しかし検出中に古墳時代の須恵器が出土しており,大部

分は古墳時代後期に削平をうけていたと考えられる。後述するH。 12層 で検出された濤群に

よって13層が失われているため,畦畔の検出も13層の確認できた調査区の北西部分に限られ

写真 2 縄文時代 ビット群 (北から)
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12

1   1

図3 弥生～古墳時代前期遺構全体図 (縮尺1/300)

る。畦畔に伴う遺物はいずれも細片で,時期を特定できるような資料は皆無であるが,既往の

調査成果を考慮すれば,弥生時代前期への帰属が考えられよう。

溝は北東から南南西の方向をとる。うち 1条は14層上面での検出であるが,13層上面検出の

ものと規模や埋土,方向などが類似していることから,これと同時期のものと考えている。な

お,13層上面検出の濤は水田畦畔を直接切っている箇所がある。

12層では12条の溝群と,これらよりも大規模な濤 (以下では大溝と呼ぶ)を検出した。

大溝は調査区の南西部

で一部が検出されただけ

であり,全幅を把握する

ことはできなかった。調

査区内での最大幅は約 8

mであるが,少なくとも

10m以上の規模は復元可

能であろう。最深部での

深さは約1.2mで ある。

平面的には,調査区の南 写真3 弥生～古墳時代前期遺構 (西から)
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発掘調査

西隅付近で屈曲する形であるが,最深部はほぼ東西方向に近い向きを取る。むしろ,こ こで北

南方向に近い流れが合流すると考えた方が良いであろう。この北南方向の流れには取水口状の

ものがとりつき,付近では木杭も見つかっている。調査区の北西側に位置する第12次調査地点

でも大規模な濤が検出されており②,これにつながる可能性も考えられる。遺物としては,少量

の土器片と流木が出土したのみで,概ね弥生時代後期の範囲でとらえられる。

大濤以外の濤群は,幅が 1～ 3m,深 さ30～60clllである。これらの溝はいずれも,概ね北西

から南東の方向に走るものである。出土遺物は弥生時代後期のものから,古墳時代前期の上師

器が多く,あるいは須恵器を含むものもある。相互に切 り合う状況などからも,これら溝群は

かなりの時期幅を持つものと考えられる。

10層は 6世紀末から 7世紀前半の遺物を主に包合するが,古墳時代前半期の遺物の包含も相

当量にのぼることから,当該期の上層を削平する形で,造成されたものと考えられる。上面で

は,調査区北西部で水田畦畔を断片的に検出したが,残存状況が良好といえないうえ,直上ま

で中世遺物の包合が認められ,時期の詳細は不男である。

中世 (7～ 9層 )

9層上面では,調査区中央の南端近くで土坑 1基を検出した。規模は直径1.1～ 1.2m,深さ

約50ollで ある。埋土中から土器の細片数点が出土したのみで,時期の特定はできない。 7層上

面では,遺構は検出されていない。

近世 。近代 (2～ 7層 )

近世にあたると思われる 5層上面では,鍬痕と思われる南北方向の耕作痕が認められたのみ

である。近代にあたる 2・ 3層で,耕作面を検出した。 3層上面は東西方向の,2層上面は東

西方向のそれぞれ畝列を形成するものである。調査区の東側 3分の 1あ まりは,2層上面の耕

作面の形成によって,3層上面の耕作面が削平されている。調査区の東部では 3層上面から掘

りこみ,拳大の礫を充填した暗渠排水が南北方向に通 り,2層上面の耕作面の形成に伴い構築

されたものと考えられる。

d.調査の成果
`

今回の調査地点は,微高地上の比較的地形の安定した部分にあたる。ここでは,弥生時代前

期に,安定して堆積した黒色土上に水田が形成される。その後 ,弥生時代後期から古墳時代に

かけて多数の濤が形成されていく状況が確認できた。

こうした状況は,本調査区に近接する第12次調査地点とも共通する部分が多い。北側の第11

次調査地点などともあわせて,津島岡大遺跡の北西地区において資料の蓄積が進んだことによ

り,一定の成果が得られたといえよう。                    (光 石)

註 (1)(2)『岡山大学構内遺跡調査研究年報』12 1995 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
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2 津島岡大遺跡第14次調査 (福利厚生施設南棟新営予定地 ,津島北BB12・ 13区 )

a.調査の経過 (図 4)

福利厚生施設の建築計画は1994年

度に具体化したもので,附属図書館

の東隣に北棟 ,旧共済会館の西隣に

南棟の新営が予定された。このうち

北棟については1990年に試掘調査を

行っており,1994～ 1995年にかけて

本調査を行った (本年報 1～ 5頁)。

南棟については当初から南北同時着

工を目指しており建設計画の決定時

点で,即発掘調査に入ることとなっ

た。南棟新営予定地では試掘調査は

行っておらず ,約50m程東の地点で

実施した第10次調査の成果
①を主な

図4 調査地点位置図 (縮尺1/2,500

1.本調査地点
2.第 10次調査地点

指標として調査にあたることとなった。調査の開始時には第10次調査地点と同様の徴高地であ

ると予想され ,弥生～古墳時代の遺構が密に分布することが期待された。

調査の開始後 ,造成上を除去する際に,近代の造成以降に当地点にはゴミ廃棄坑の掘削が重

機によって行われていたことがわかった。このため,調査区の1/4がほぼ基盤層まで破壊さ

れた状況であった。

調査期間は1995年 10月 25日 ～1996年 2月 14日 までである。調査面積は856だ で ,調査員 2名

が担当した。

b.層序と地形 (図 5)

層 序

現地表は標高4.2～4.6m(以下高さはすべて海抜標高)である。 1層は1907～ 1908年 の旧陸

軍屯営地建設に伴う造成上である。 2層は青灰色砂質土,3層は淡青灰色粘質上で共に近代耕

作土層である。上面は調査区の南で3.6m,北側で3.4mである。

4層は淡茶灰色砂層で,近世の洪水によると考えられる土層である。上面は3.3～ 3.4mであ

る。 5層は淡灰褐色砂質土層で,近世の耕作土層と考えられる。上面は3.2mである。 6層はや

や粘質の灰褐色上で,上面は3.15～3.2mである。7層は淡黄灰褐色粘質土層,8層は淡灰褐色

粘質土層で,8層は鉄分・マンガンの沈着が著しい土層である。上面は 7層が3.15～3.2m,8

層が3.05～ 3.lmである。 6～ 8層は中世～近世の耕作上である。 9層は粘質の強い淡青灰色

保健管理センター
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発掘調査

土層で,中世 (13世紀代)の遺物が出土している。 9層上面では濤 2条 と東西方向の耕作痕を

検出した。上面は2.95～ 3.05mで ある。10層は橙灰色粘質上で,鉄分が顕著である。出土遺物

から古代の時期に推定される。上面は2.9mである。10層上面では濤 5条 ,土坑 3基を検出して

いる。以上の上層はほぼ水平の堆積を示す。

11層は調査区の南東の隅にのみ認められる土層である。暗褐色の粘質土で下方に行くにつれ

砂質が強まり,土色も淡褐色になる。この層からは秀生時代後期～古墳時代前期の上器が多く

出土した。上面のレベルは3.6mと 高い。近代の耕作上の直下に11層が認められ,その間の各時

期の層は残っていない。また調査区南壁の観察では11層の西端はまず10層の堆積時に削平され

て消り,近世の削平・造成によって次々に削りとられていったことが分かる。12層は淡責灰色

砂質土層で,細砂 。鉄分・マンガンを多く含む。調査区の南東に向かって砂質が更に強まり,

マンガンを多く含むようになる。調査区の北西隅には堆積が認められない。上面は2,7～3.2m

である。12層はその性質から洪水砂の可能性が考えられ,出土遺物から弥生時代後期頃～古墳

時代初頭に比定される。13層は暗灰色粘質土層で,調査区の南東部・北西部には堆積が認めら

れない。上面2.45～2.65mで ある。14層は暗黒褐色の粘質の強い土層で,いわゆる「黒色土」

―-30m

| | | | | |
断面位置図 (縮尺1/1,200)

1 造成上
2 青灰色砂質土  …近代耕作土
3 淡青灰色粘質土 …近代耕作土
4 淡茶灰色砂   …近世洪水砂
5 淡仄褐色砂質土 …近世耕作土
6 灰褐色粘質土  …中一近世耕作土 ?
7 淡黄灰褐色粘質土…ク
8 淡灰褐色粘質土 …ク
9 淡青灰色粘質土 …中世耕作土
橙灰色粘質土  …古代耕作土
暗褐色粘質土  …古墳前期 ?
淡黄灰色砂質土 …弥生後期～古墳初頭?洪水砂

図 5 土層柱状図 (縮尺1/40)

13 暗灰色粘質土
14 暗黒褐色粘質土
15 黄灰色砂質土
A 12層 上面検出遺構
B 14層 上面検出遺構

…弥生 耕作土
…弥生前期耕作土

c  B    A
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に相当する。突帯文～弥生時代前期の時期と考えられている。13層 と同様 ,調査区の南東部・

北西部には堆積が認められない。上面は2.4～2.65mである。15層は黄灰色砂質上で,基盤層と

判断される。上面は2.35～3.3mで ,調査区の南東部ではH層の直下に,北西部では12層の直下

に15層が認められる。調査区北西部では砂質が増し,一部では砂礫層が認められる。

地 形

本調査地点は第10次調査地点 (保健管理センケー)一帯の徴高地から低地への移行部分にあ

たる。調査区の南東部には徴高地の端部がわずかにかかっており,近世の造成時の削平をまぬ

がれた状態で残っている。一方北西部は標高2.7m程で砂礫層が露呈する微高地となる。調査

区の大半は,徴高地と徴高地に挟まれた浅い谷状であり,「黒色土」カミ堆積する。

基盤層～13層の堆積時点 ,すなわち弥生時代前期頃までは微高地部分と谷部の比高差は20cm

前後であるが,12層の堆積後には比高差は10clll程度となっている。10層以降の堆積はほぼ水平

堆積であり,古代以降水田等の耕地造成のため,各時期に造成が行われたと考えられる。この

10層堆積時から11層の推積する南

東部分への削平が土層観察から明

確に読み取られるようになる。し

かし近代になるまで南東部分の一

角は高所として残されていたよう

で,こ の一角では 2層直下に11層

が堆積するということになる。

c.検出した遺構 。遺物 (図 6～

8)

縄文時代 (15層)(図 6)

15層上面では土坑 1基を検出し

た。出土遺物は見られないもの

の,これまでの調査成果から縄文

時代後期相当の可能性がある。そ _

の他には,若千焼土・炭化物が散

布する部分も認められたが,遺構 ―
は検出されなかった。

弥生時代～古墳時代 (H～ 14

層)(図 6。 7)

14層では水田畦畔,濤 2条を検

|  |  |  |  |  |

踵翌15層上面土坑        ヒーーーー_____即
m

匠]14層上面水田畦畔・濤・土坑

E114層の推積が見られない範囲

図 6 14。 15層検出遣構平面図 (縮尺1/400)
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発掘調査

出した (写真 4)。 14層 は前述 し

たようにいわゆる「黒色土」であ

り,調査区全面には堆積しない。

水田畦畔は14層の分布するやや谷

状の部分で確認したもので,残 り

は良好とは言えないが,地形に

沿った形で形成されている。出土

遺物は極めて少ないが,こ れまで

の調査状況から弥生時代前期以降

の年代が与えられる。 2条 の清

(溝 18。 19)は ほぼ南北方向に併

行して,14層水田畦畔を切って形

成されている。地形としては最も

低い部分を走る濤である。水田形

成後 ,13層堆積前に形成されたも

ので,弥生時代前期～後期の間に

比定されよう。13層上面では水田

畦畔 ,土坑 1基を検出した。水田

畦畔は12層 (洪水砂)に覆われた

状態で,南北方向には非常に良好

な状態で残っていた。この陸畔も

地形に沿っているが,東西方向の

区画は確認できず ,おそらく本調

査区よりも西側に広がる水田の最

束の畦畔にあたるものと考えられ

る。出土遺物は少ないが,弥生時

代後期頃と考えられる。

12層上面では濤 8条 と土坑 3

基 ,耕作痕を検出した (写真 5)。 図 7 11～ 13層検出遺構平面図 (縮尺1/400)

濤群は北東から南西に向かうものが 7条 ,こ れに直交する方向で 1条を検出した。このうち前

者はちょうど微高地部から谷部への移行部分に形成されている。これらの濤群より東側には微

高地が広がり,一方西側に向かっては一部で耕作痕かと考えられる南北方向の浅い濤 2条が認

７

１
１

写真 4 14層 上面水田畦畔 (西より)

6543
1  1  1  1

匠]13層上面水田畦畔・土坑

匠]12層上面濤・土坑
区]■層上面上坑
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められ,耕地が広がっていたこと

を推測させる。溝群は切り合い関

係が幾つか認められるものの近接

した時期と考えられ,弥生後期～

古墳初頭の時期に比定される。清

11には底部に径約30clll,深 さ5～

10cmの ビット12基が確認された。

また濤11と 12の間では底面に土坑 1基 (上坑 7)を検出した。濤 11・ 12・ 土坑 7・ ピット列の

埋土はいずれも近似している。土坑 7か らは土器片多数が出土し,ほ とんどが甕であった。

11層で土坑 1基を検出した。土坑 1は調査区南端の側濤掘 りさげ中に検出したもので,南壁

にかかっていたため,調査区を一部拡張して調査を行った。南北0。 9m,東西0.8mの精円形を

呈し,西半は中～近世層によって削平されていたが,深さは約0.45mであった。土坑 1か らは

甕上半部とほぼ完形の高杯各 1点
76543

が出土した。

古代 。中世の遺構 (9。 10層) 一

(図 8)

10層上面では,溝 6条・土坑 3 ~

基を検出した。濤は12層上面の溝

と同様の方向に形成されたもの5 ~

条と,これに直交するもの 1条が

ある。

――b

匠]10層濤・土坑
匠]9層溝・耕作痕

図 8 9～ 10層検出遺構平面図 (縮尺1/40の
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発掘調査

9層上面では調査区北端ではぼ東西方向の濤 2条を検出した (濤 1・ 2)。 濤 1には東半部

分で,径40cln,深 さ15cn程度のピットを13基検出した (写真 6)。

近世・近代の遺構

近世では 4層で耕作疲と考えられる東西方向の浅い濤が数条認められた。

近代では 2層上面で畑の畝 ,道状遺構 ,濤 2条が確認された。調査区のほぼ中央を南北に区

切るように 2条の濤が東西方向につくられ,北側は南北方向の畝 ,南側には東西方向の畝を検

出した。北側の畝面は南よりも50cln程度 ,段下げを行った上で形成されている。

d.調査成果

本調査地点は,調査前に期待された微高地上にはあたらず ,微高地と浅い谷部との移行部分

にあたる。

各時代の調査を見ていくと,縄文時代では検出した遺構は土坑 1基のみであり,本調査地点

での当時の活動は比較的希薄であると考えられる。ただ14層中からは縄文後期の上器片が調査

区北東部分に目立って出土しており,本調査区周囲に活動域が広がっていることを予想させ

る。弥生時代の遺構では水田畦畔 。濤群が日立つ。調査以前には本地点に黒色土が分布するこ

とは予測されていなかったが,今回の調査で確認され,谷状の窪地であった地点にも見事に地

形に沿った形で畦畔がつくられていることが判明した。残りは良好とは言えず非常に狭い範囲

ではあるものの,弥生前期段階の水田域の広がりが本地点のような狭い谷地にまで認められた

ことは,こ の時期の水田経営を考える上でも有益であろう。濤群はその立地が注目され,第 10

次調査地点で判明した弥生～古墳時代の集落部分と,今回その一部を確認できた水田域とを区

切るような地点に形成されたと言える。

古代の濤についてもそれ以前の方向を踏襲した形で形成されており,あ くまでも地形にこだ

わってつくられている。東西方向が意識されるようになるのは,本調査区では中世の段階から

であり,溝 1。 2がそれにあたる。

また濤のうち中世の濤 1,古代の濤Hにはいずれも底面にピットが連続 して検出されてい

る。類例には第 3次調査A地点②の例があるが,その性格については今後の検討が必要である。

なお本調査の資料は現在整理途上であり,本報告内容は暫定的である。 (岩崎)

註 (1)『岡山大学構内遺跡調査研究年報』10 1998 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

『岡山大学構内遺跡調査研究年報』11 1994 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

(2)富樫孝志・山本悦世「A地点の調査J 『津島岡大遺跡 5』  1995 岡山大学埋蔵文化財調査研究
センター
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3 津島岡大遺跡第15次調査 (サテライトベンチャービジネスラボラトリー新営予定地 ,津島

北AWoo～ ol区)

a.調査に至る経過

本調査は年度当初の計画にはなかったが,1995年度の後半になって建設工事が決定したた

め,急速,発掘調査を実施することとなった。

本地点は津島構内の北東隅にあたり,1986～ 1987年度に発掘調査 (津島岡大遺跡第 3次調

査)を行った位置に重複する (図 9)。 その際の調査区は発掘面積を最小に止めたため,中央部

に未調査部分 (図 9-A地点)を残す不整形なものであった。今回の建設計画はその区域全体

に及ぶものではなかったが,建物の敷地に限定した場合,未調査域が非常に狭い範囲でさらに

不整形な形で残ることで遺跡としての価値が全く失われると判断し,全体を調査対象域とし

た。この調査部分,A地点の調査面積が約66044である。

また,前回調査済みの範囲の中で,微高地部分の多くは秀生時代前期対応層までの調査で終

了していた。当時は,以下の層に関しては出土遺物が極めて僅少であることや明確な遺構埋土

が確認されないことから,遺跡が広がる可能性は極めて低いと判断したからである。しかし,

その後の第 7・ 8。 11～ 13次調査で,秀生前期層下に縄文時代後期の遺構が存在することが明

らかになった。その成果から本調査区は非常に有望な地域であることが予想され,今回の調査

において補足調査することとした。縄文段階の調査は図 9の B地点の範囲で,面積は1600∬で

ある。

b.調査の経過

調査は1995年 12月 から造成土取 りなどの準備を開始し,1996年 1月 16日から発掘調査に入っ

た。終了は同年 4月 24日 である。当初 ,調査員は 2名 であったが, 2月 中旬からは調査面積の

拡大に対応するため 1名を増員し3名が担当した。調査面積は中世～弥生時代に関してはA地

点約660だ で,縄文時代の調査はB地点約1600ど である。

まず,A地点の調査から開始した。中世層までは遺構

が非常に希薄であることが前回の調査で判現していたた

め,上面までを機械によって掘 り下げた。同層以下は ,

中世 1面・古代 2面・秀生 2面ないし堆積層が厚い谷地

形部分では 3面・弥生前期 1面を精査し,それぞれで遺

構を検出した。B地点の調査はA地点の調査が弥生前期

層に入った 2月 下旬から作業員を増員して開始した。そ

の段階で調査域は1600雷全域に拡大した。

弥生前期層の調査終了後 ,調査区北西部分には北東か

A

図9 調査地点 (縮尺1/2,500)
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ら南西に走る谷地形が,その南側には徴高地が広がる状態となった。次の掘 り下げで谷部分で

は突帯文段階の貯蔵穴が検出され,微高地部分では縄文時代後期遺構面に達する。

谷部分では合計12基の貯蔵穴と 2基のピットを調査し,さ らに,下層への掘 り下げによって

縄文時代後期の河道とその南斜面下端に並ぶ貯蔵穴17基を検出した。この段階で調査面は湧水

の激しい砂礫層に到達し調査は困難を極めた。しかし,そ うした環境のお陰か,3基の貯蔵穴

にはアンペラが良好な状態で遺存しており,可能な限りの記録と取 り上げを試みた。土層の確

認 。記録 ,そ して土壌サンプリング等を行って調査を終了した。

一方 ,微高地部分では,まず ,河道の斜面肩部でサヌカイ ト集積土坑が発見され,遺構の広

がりに期待がもたれた。その後 ,土層観察・遺物の出土状況 。焼上の存在レベルから遺構面は

少なくとも 2面は存在することが明確となったが,平面では不明瞭なものは確実性を高めるた

めに基盤層上面でその把握に努めた。その結果 ,上面では住居址状遺構 1基と焼土遺構 (厚 )

2基が,下面では焼土遺構 (炉)が 3基 と焼土・炭が一部に集中する大型の土坑 1基 ,ピ ット

は全体で600数基が確認された。全ての記録を終了後 ,住居址状遺構に関しては,建物工事の場

所からはずれていることから,シ ート・土壊によって埋めもどすという保存措置を講じた。

全ての調査は1996年 4月 24日 に終了した。

c.層序と地形

層 序 (図 10,写真 7・ 8)

現地表は標高約 5m前後 (以下高さは標高)を測る。明治～近世層までは説明を省略する。

1層 :淡灰色粘質上で,マ ンガンの沈着が顕著である。時期は中性である。

2層 :古代層である。灰色系の土層で,砂の混入度あるいは粘性の違いによって a～ c層に三

分される。 boc層 上面は砂を被る部分が多い。 a層は砂質土,b層は粘質土に近いが,両者

とも砂の混入が特徴で,境が不明瞭な部分も認められる。 c層 は粘性が強 く明瞭に区別され

る。 a層の上面は3.6m前後,c層上面は3.3～3.5mを測る。 boc層 で畦畔を検出した。

3層 :全体的には灰褐色系の砂質土あるいは若干粘質を帯びる上で,弥生時代の上層である。

微高地部分では色調・砂の混入度によって三層に細分される。谷部分では深さを増すほど細分

が可能であり,層間には砂の堆積を見せる場合が多い。また,砂の混入度も高まる。上層 2面

で畦畔を検出した。上面は3,25～3.4mに位置する。

4層 :5層を覆う粗砂層である。谷部では灰色系にそして粘質を強める層も含む。 a層は暗灰

褐色粗砂層で 5層がブロック状に混入する。谷底部に向かって灰色系に変化しつつ粘土ブロッ

クの混入に変わる。いずれも下層を巻き上げた状況である。ほぼ全域を覆うが,微高地部の高

い所では極めて薄い部分もある。 b層は谷部にのみ堆積する。灰色系で粘質を強め,粗砂はブ

ロック状に含まれる。弥生前期に近い時期を想定している。
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3m

2m

6c

3m
9a

2m

「

「]砂層

【紹基盤層

7や

1層 淡灰色粘質土 (Mn)               6c層  暗灰色粘土 (上器多)
2a層 淡黄灰色秒質土 (粗砂多,Fe多)       7層  淡灰色粘土
2b層 灰色 (粘質)土 (細～粗砂多)         8層  灰色粘土
2c層  (暗)灰色粘±                9a層  (茶)灰掲色土 (炭・焼土粒)
3層 暗～黄灰褐色の上～砂質土 (Fe,Mn,粗砂)   9b層  黄～茶灰褐色土～秒質土 (炭・焼土粒)
4a層 暗灰褐色粗砂層 (黒色土多)          9c層  茶灰色砂質土 (粗秒・木質過多)
4b層 淡青灰色粘土 (粗砂多)            10a層  黄褐色砂質土
5a層 黒褐色土～粘質±               lo b層  淡緑青灰色粘質土
5b層 暗青灰色粘土 (及多)             11層  灰色砂
6a層 黒色粘土 (硬質)               12層  砂礫層
6b層 灰黒色粘土 (炭 ,軟質)

図 10 土層断面 (縮尺1れの ryT面位置は図12参照

5層 :弥生時代前期にあたる。微高地部に堆積

するa層 と谷部に堆積するb層が確認される。

a層はいわゆる「黒色土」で,黒褐色系の上～

粘質土である。その中での細分も可能である。

上面は3.1～3.2mにある。 b層は暗青灰色粘土

で炭化有機物を薄層状に多く含む。 a層 とb層

の境は漸移的で有機物の堆積は谷底部付近に集

中する。 a層上面で畦畔を検出している◇

6層 :突帯文段階にあたる。 a～ c層に三分される。 a層は斜面部に堆積する黒色粘土で硬く

締まる。 b層は谷部に堆積する灰黒色で炭化有機物を合む軟質の粘上である。 c層は暗灰色粘

上で突帯文土器の包含層として明瞭に区別される。 a層からb層へは漸移的変化である。

‐ｍ
・

イタ
//1
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7層 :突帯文段階の基盤をなす層で谷部にのみ

堆積する。淡灰色粘土層であるが,斜面部では

下層の青色粘土ブロックを含む。上面で貯蔵穴

などを検出した。

8層 :谷 (河道)の底部に堆積する灰色粘上で

ある。下層の縄文時代後期河道の上部に一致し

ており,同河道の上部埋上の可能性が高い。

写真8 谷部 (10ライン)上層断面 (西から)9層 :縄文時代後期に属する。 a・ b層は微高

地部に,c層は河道に堆積する。 a層は (茶)灰褐色土,b層は黄～茶灰褐色の上～砂質上で

ある。いずれも皮・焼土粒などを含み汚れた状態を見せる。地形が高いほど黄色と砂質を強め

る。 a層上面は2,9～ 3m,b層 上面は2.9m前後に位置する。 c層は茶灰色砂質土で粗砂 。木

質を大量に合む河道内埋上である。

10層 :縄文時代後期の基盤層である。 a層は黄褐色砂質土で微高地部に広がる。 b層は淡緑青

灰色粘質土層で斜面下半部で認められる。 aからb層へは漸移的に変化し,一連の堆積の中で

捉えられる。 a層上面は2.6～2.7mに位置する。

11層 :10層 以下の堆積上で,灰色系の砂層である。河道底部付近では10層に対応して縄文後期

の基盤層となっているが,形成時期は後期以前である。ただし,9c層 と接する部分では,砂

に潜 り込む状態で縄文後期の土器が出土する◇

12層 :砂礫層で湧水層である。上面は河道底部で0,3mを測る。

地 形

本地点では自然環境に起因する縄文時代後期から弥生時代にかけての変化と,人為的な土地

改変に起因する古代に地形の変化が認められる。以下 ,時代を追って変遷を説明しよう。

(縄文時代後期以前〉

多量の流木や植物遺体と砂の堆積が連続する状況が展開する。下面は標高0.8m付近の湧水

礫層まで確認できる。こうした中で,あ る時期に微高地の芯が形成される。それが縄文後期の

基盤層 (10層)の堆積である。厚さ lm強におよぶ比較的均質な堆積が短期間に進んだと判断さ

れる。直上には後期の土器片が張り付く。つまり,後期以前は水量の豊富な河道が広い範囲に

広がり,後期段階に入ってから本地点の微高地形成が進んだようである。

く縄文時代後期～弥生時代前期〉

微高地形成後 ,本地点には北西部に北東―南西方向の河道が走り,南側に微高地が広がる。

縄文時代後期には,河道と微高地面との比高差は1.5mを測る。堆積土も相変わらず多量の大

型流木や植物遺体 ,砂礫 。砂等が巻き込まれた状況を呈し,水量の多さを推し量ることができ
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る。流木の直下にかろうじて貯蔵穴が遺存する状態などから,洪水による岸辺の破壊もあった

ようで,斜面は水流に快られたように急峻な状態を呈する。一方微高地部は東方向に緩やかに

高くなっている。

弥生時代初頭前後には,後期の堆積作用で埋没が進んだ河道は微高地との比高差を lmま で

縮め,緩斜面が形成される。水量は極端に減少し,堆積土は粘土あるいは粘質土に変化する。

黒色有機物層や灰色粘土層等が薄く互層に認められ低湿地の状態であったことを窺わせる。谷

状地形である。

(弥生時代〉

微高地部での堆積は少ないが,谷部では前期には粘上が中心であった堆積が,再び砂質土あ

るいは砂に変化し,比高差は急速に縮まっていく。その差が20clll前 後になった段階で,水田畦

畔が認められる。確実な時期は不明瞭であるが,後期前後が考えられる。

(古代以降〉

古代には弥生層に至る造成が行われる。この段階で谷地形は解消される。

d.遺構・遺物

本調査成果の中心は縄文時代後期から弥生時代の遺構である。縄文時代では貯蔵穴群 ,住居

址状遺構・炉・サヌカイ ト集積土坑など注目点が多い。弥生時代では水田畦畔と濤群である。

その他には古代 。中世の水田関連遺構がある。

縄文時代後期 (図 11・ 写真 9～ 11)

微高地部では住居址状遺構 (Hl)1基 ・焼土集中部 (炉含む)7箇所・土坑 1基・サヌカ

イト集積土坑 1基 。多数のピット,河道部では貯蔵穴17基が検出された。いずれも後期に属

す。

Hlは調査区の東北部で 9a層上面に検出された。径は 5～ 6mの円形を呈す。床面はあま

り明瞭ではないが,中央からやや南寄 りの位置で炉と考えられる焼土 ,そ して柱穴が 3カ所に

検出された。住居址と断定するには,床面や柱

穴が明瞭とは言い難い点,遺物の出土状況が際

立っていない点などいくつか問題は未解決では

あるが,形状から住居址の可能性を考えたい。

焼土集中箇所 (炉を含む)と土坑は被熱遺構と

してあげられる。前者は上層で 2箇所 ,下層で

5箇所が確認された。後者は基盤層上面で検出

したが,径 4m前後の不整精円形を呈す。下面

あるいは壁面に被熱痕が残る。今後検討を要す 写真 9 縄文時代遺構全景 (西半)

-16-
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るものである。サヌカイ ト集積土坑は微高地肩部に位置

する。径70clll程度の土坑に盤状崇J片 5個が置かれる (写

真10)。 ピットは約600数個が確認されたが,一部には壁

面が焼けた状態のものも認められる。

河道部では貯蔵穴17基が南斜面の下端にはぼ一列に並

が。規模は径0.8～1.5mの 円形あるいは不整円形を呈

し,深さは0.2～0,5mであるが,上部の破壊を考慮する

と本来はより深いはずである。量の差はあれ大半のもの

が内部に堅果類を残す。種類はトチ・カシ類が目

につく。 3基の貯蔵穴からにはアンペラが遺存し

ており,いずれも底部に敷いて堅果類を包んだよ

うな状況が確認された (写真H)。 また,河道底部

からは後期前半の土器が多数出土した。

突帯文段階 (図 11,写真 12)

谷部において,貯蔵穴12基 とピットが 2基検出

された。大半は南斜面下端に並ぶが, 1基は北斜

面下端にあたる。前回の調査成果と合わせると両

岸に並ぶ状態が復元できる。形状は様々で,径は

0.7～ 3m,深 さも0.2～ 0.8mと かな りの幅があ

る。堅果類が確実に確認されたのは 3基程度で量

も少ない。また谷の中央には方向に直交する杭列

3列が認められた。縄文時代後期の砂礫層にまで

打ち込んでいる。時期は弥生時代前期から縄文時

代までの幅が想定できるが,現状では当時期の可

能性を考えている。

弥生時代 (図 12・ 13,写真13)

写真12 貯蔵穴土層断面

下層 (5層)では北東から南西に長軸を有する小区画水田を検出した。畦畔は比較的明瞭に

検出できた部分が多い。時期は前期に対応すると考えられる。上層 (3層)では濤 5条 と畦畔

を検出した。畦畔は下層と同様の方向である。溝群は水田畦畔を切っており,時期が新しいこ

とは確実であるが,共通した方向性などから両者間の時期的な隔たりは小さいと考えられる。

溝は重複している上 ,上部削平の影響で規模は不明確であるが,幅約40cn,深 さ約20cn前後が

確認される。 1条を除いて,その底面は 5a層 (黒色土)上面をかすめる程度でおさまる。

写真10 サヌカイト集積土坑 (西から)

写真11

fl:
;輩,

アンペラ出土状況 (南から)

_|!Ⅲェ■| |゙|■ Ⅲ ■■ iャⅢ●■

艤議饉饉誠罐議熱れと長

|エ
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した区画を見つけることはできなかった。ただ,こ の東西方向の畦畔は非常にしっかりしたも

のであり,両遺構面ではぼ踏襲されている。

e.ま とめ

今回の調査は,1986年度調査の第 3次調査地点を覆う形で行った。そのため,新たなデーバ

の蓄積に加え,前回に疑問点として残っていた問題のうちいくつかは答を得ることができるな

ど,非常に成果の多い調査であった。いくつか注目される点をあげよう。

まず ,縄文時代後期の状況である。地形の問題では微高地と河道との関係を様々な点で良好

に捉えることができ,微高地の形成時期や遺跡の進出時期などの解明に有効な資料を得ること

ができた。遺跡の方では,微高地部で縄文時代の包含層と言える土層の存在 。遺物量の豊富

さ。明瞭な柱穴群の存在などが確認され ,従来希薄であった生活痕跡を幅広く捉えることがで

きた。その中で,特に住居址状遺構の存在は,本地点の北東部に位置する朝寝鼻貝塚の存在を

考え合わせると,居住区の末端が本地点に達する可能性を示唆する。そして,サヌカイト集積

土坑の存在 ,さ らに,河道部分には貯蔵穴群が並んで構築される状況は,当時の土地利用形態

を考える上で重要な資料であろう。貯蔵穴に関わる各種のデータも特筆される。突帯文段階の

貯蔵穴のデータと合わせて,環境復元や貯蔵穴の利用方法さらに当時の食料確保の実態を探る

上で貴重である。

もう一点は,前回にも多大な成果をあげた水田利用形態の問題である。畦畔に関しては前回

の成果をより強化する結果を得ることができた。またそれ以外に不明確であった用水路関係

で,微高地上に多数の濤の存在を確認できた点は新たな資料して重要である。

最後に,古代の水田に関しては,前回の調査成果に疑間を投げかける結果となった点も指摘

する必要があろう。

ただし,本調査の資料は現在整理途上にあり,本報告内容は暫定的なものである。 (山本)

参考文献

『津島岡大遺跡 3』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第5冊 1992 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター
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試掘調査

第 3節 試掘調査

本年度は津島地区において 3件の試掘調査を実施した。津島南区で,国際交流会館新営予定

地 ,及びボクシング部ボックス移設地の調査 ,津島北区では環境理工学部棟新営予定地の調査

を行った。以下に概要を記す。

1 国際交流会館予定地 (津島南BE26区 )

調査経過

1995年 8月 ,国際交流会館の建設計画に伴い,事務局と調

査方法について協議を行った。建設予定地については詳しい

状況は不明であり,1988年に北側の留学生会館建設の際に試

掘調査が実施されているのみであった・上 この試掘結果から

は,今回の地点も遺構・遺物とも分布の希薄な地域にあたる

と予測された。しかし建設予定面積が広いこともあり,予定
図14 調査地点位置図 (縮尺1/2,500)

敷地内の旧地形・土層堆積状況の確認を目的と

した試掘調査の必要があるものと判断した。調

査は予定敷地内に 2カ所の試掘坑を設定し,重

機によって掘削を行ったのち,断面観察を行う

こととした。調査は1995年 9月 4～ 6日 に実施

し,調査員 1名が担当した。

調査の概要

予定敷地内の 2カ 所に試掘坑を設定した。い

ずれも2× 2mの規模で西側をA地点,東側を

B地点とした。

現地表は標高3.6～3,7mである。 1層は造成

上で,厚さ1.5～ 1.6m。 旧陸軍屯営地建設に伴

う造成上を含む。 2層は青灰色粘土層 ,旧陸軍  _

による造成以前の水田耕作層である。東西方向

に畝痕が認められる。 3・ 4層は黄灰～灰色粘

質土層で近世相当,5・ 6層は灰褐色～淡茶褐

色粘質上で中世相当かと考えられるが,いずれ  _

の層からも遺物は一切出土していない。 7層は

青灰色粘土層で,基盤層と考えられる。また

TPAで重機の届 く範囲まで深掘を行ったとこ

A 西壁

1層

2層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

-3.Om

-1.Om

造成上

青灰色粘質土

黄灰褐色粘質土

灰色粘質土

灰褐色粘質土 (砂混じり)

淡茶掲色粘質土 (砂混じり)

青灰色粘土

暗灰色粘質土 (砂。本質多合)
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ろ,海抜標高 Om付近からは木質を多含する暗灰色粘土の堆積が認められ ,旧河道の存在が予

測された。いずれの土層もほば水平に堆積している。

遺構は 2層上面の水田以外は確認されなかった。

まとめ

今回の調査地点からは出土遺物はなく,各土層の時期決定は留学生会館の試掘結果からの推

測に過ぎない。調査地点は旧地形の低い場所にあたり,中世以前までは低湿地状を呈していた

ものと考えられる。その後も近代の水田以外の遺構・遺物が認められなかったことから,予定

敷地内の埋蔵文化財の分布は極めて希薄であると考えられる。 (岩崎)

註 (1)藤原千鶴 1989 「国際交流会館予定地」『岡山大学構内遺跡調査研究年報 6』 p29 岡山大学埋
蔵文化財調査研究センター

2 環境理工学部校舎新営予定地 (津島北 ,AWo2・ 03区)

調査に至る経過

調査地点は現在 ,馬術場として利用されてい

る。1995年度に環境理工学部が新設され ,当調

査地区が新学部の校舎建設予定地とされたもの

である。

東側が津島岡大遺跡第 3次調査地点であり,

西側が第 6次 ,第 9次の各調査地点にあたるこ

とから,こ の調査区で各期の遺構 。遺物が良好

な状態で検出されることはほぼ確実視された。

とりわけ,調査区北部には古代の大濤が東西方

l 第 3次調査地点 (1983年度)
2 第 6次調査地点 (1988・ 89年度)
3 第 9次調査地点 (1992年度)
図16 調査地点図 (縮尺1/2,50の

向に位置することは間違いなく,さ らに南部では 3次調査地点で検出された縄文期の河道がか

かる可能性も懸念された◇こうした周囲の状況から,調査対象地域内の北部については,既往

の調査成果から掘削深度等が充分に予測可能なため,試掘は不要と判断された。南部について

は不確定要素が多く,土層の堆積状況等の把握が必要として,今回の試掘調査の実施に至った。

調査は,馬術場の東西 2箇所に,各々2m四方の試掘坑を設けて行った。西側を試掘坑 1

(TPl),東側を試掘坑 2(TP2)と 呼称する。調査は1995年 11月 21,22の両日に実施し,調

査員 1名がこれを担当した。

調査の概要

2箇所の試掘坑の土層は基本的に共通しているため,こ こでは特に断らない限リー括して記

述することにする。

現地表の標高は約 5mで ,地表より約1.2mが近世以降の造成上である。暗青灰色の 2層 は
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12 黄褐色砂質土
TP2
8 灰色粘質土 (Mn少 ,Fe)
9 暗褐灰色土
10 黒褐色砂質土
n 灰黄色粗砂
12 責褐色粗砂

図17 土層断面図 (縮尺1/40)

明治期の耕作土,以下オリーブ黄～灰色の 3・ 4層は近世に比定できるであろう。 4・ 5層間

には鉄分の沈着が認められ ,層界が比較的明瞭である。TP2では 5層から中世の上器片が採

取されている。 6・ 7層はともに粘質で区分が不明瞭である。 8層は上層よりさらに粘質を強

め,TP2で古代の土器片を合むことを確認している。TPlでは上下に分層可能であったが ,

TP2に おいては識別できなかった。

いわゆる黒色土 (9層)上面の標高はおよそ3.2mで ,層厚20cmあ まりである。TPlでは安

定した堆積を見せるが,TP2では幾分不安定である。TP2ではこの上面から切 り込む遺構を

確認している。対面する断面の観察所見も併せて考えると,南北方向にのびる溝の可能性もあ

る。

10。 11層はいずれも灰色系の砂質土もしくは粗砂である。10層は上層の影響を二次的に受け

た漸移的な部分であろう。ともに基盤と考えられる。

まとめ

今回の調査は,上述のように断面観察による土層堆積状況の把握に主眼をおいた調査であ

ｅぅ

　

　

　

，
　

ロ

≫

≫

Ｆ

　

　

　

ブ

　

ブ

土 くＭｎ微，
Ｆｅ

土 くＭｎ微，
Ｆｅ

粘質土 くＭｎ少，］
艇
蝉
申

鋤
くＦｅ少，

黒色土

質
質
混
質
混
粘
砂
灰

砂
砂
砂
砂
砂
色
糧
ブ

色
色
色
色
色
灰
色

一

灰
灰
灰
灰
灰
緑
灰
リ

褐
赤
黄
褐
褐
暗
褐
オ

構
　
　
　
　
　
・
　

・

遺

ａ
ｂ

ｃ
ｄ

ｅ
ｆ

ｇ
ｈ

-23-



1995年度岡山大学構内遺跡調査報告

り,検出した遺構の性格等を考えるに足る材料は得られていない。しかし,基本的に安定した

層序が把握され ,きわめて少量ではあるが遺物の出土もあったことで,一定の成果が得られた。

古地形については,黒色土上面の標高が3.2m前後と,比較的高いことが注目される。すなわ

ち,隣接する 3次調査地点では3.0～3.lm,6次調査地点では2.7m程度となる。これまでの構

内遺跡の調査成果から考えると,微高地頂部近くでは黒色土が削平されている場合が多く,黒

色土が認められるのは徴高地から低地部に移行する部分にあたる場合が多いようである。ま

た,今回の試掘坑では,黒色上の直上が古代の遺物の包合層であり,秀生・古墳時代に相当す

る土層が失われている可能性が高い。以上のようなことから考えると,こ の調査地点の南部に

限っては,多 くが徴高地部分にあたると考えて良いであろう。

調査前には縄文期の河道が調査区を横切る可能性も考えられたが,少なくとも今回調査を実

施した馬術場の部分については,その可能性は低くなった。

3 ボクシング部ボックス移設地 (津島南地区,BF07区 )

(光石)

調査の経過

環境理工学部の建設計画に伴い,ボクシ

ング部の部室が撤去・移設されることに

なった。部室の設置に伴って掘削される深
〕

さは,現地表から40clllで造成土内でおさま

るので,通常は立会調査で対応する。しか

萌 削面積が広いため ,事務局と協議を
1狂責脇 蒔帥 鞍 立斜 性_____」

肺

行った。移設予定地点周辺では,1994年度    図18 調査地点位置図 (縮尺1/5,000

に陸上競技場の照明塔を設置する際に立会調査が行われたのみである°ちその際に ,中世から

古墳時代にかけて何らかの遺構が存在することが予測された。また掘削面積が広いことや ,こ

の地区が調査の対象となったことが少なく遺跡の状況についても不明な点が多いこともあり,

予定敷地内の旧地形 。土層堆積状況の確認を目的とした試掘調査が必要であると判断した。

調査は予定敷地内に約 2× lm,深 さ3mの試掘坑を設定し,機械掘削を行なったのち,そ

の断面を精査し記録するという方法を取った。調査は1996年 3月 18日 に実施し,調査員 1名が

担当した。

調査の概要

現地表は,標高4.8m前後である。 1層は造成土で,厚さは1.2m前後である。 2層は青灰色

砂質上で,近代の耕作土である。 3～ 5層は淡黄褐色の砂質土で近世の時期に,6層は淡灰褐

色の粘質上で中世の時期に相当すると考えられる。 7層は灰褐色粘土層で,津島地区で古代層

とされるものに似る。 8層は灰褐色砂質土層,9～ 11層は淡灰褐色の砂質土層で古墳時代～方

図18 調査地点位置図 (縮尺1/5,000
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立会調査

生時代後期の層と考えられる。12層は黒褐

色の粘質土で,「黒色土」と呼ばれている

縄文時代晩期～弥生時代前期の層である。

40m  13,14層 は濃茶褐色の砂質土層であるが ,

13層 と14層の境界はあまり明瞭でなく漸移

的であり,次第に色調が薄くなり,砂質が

強くなっていく。掘削は黒色土を確認した

3.Om  時点で止めたため,基盤層まで達しておら

ず ,14層 の途中で終了した。

lm

遺構としては,古代のものと思われる濤

1条 (SD l)と ,古墳～弥生時代にかけて

の層で濤 2条 (SD 2・ 3)が断面で確認で

きた。遺物は土器の細片のみで,時期を決

定できるようなものはなかった。

①～④ 遺構埋土     まとめ
SDl ① 灰掲色粘質土
② 灰褐色砂質土  津島南地区の東側は,これまで調査の対

SD2 ③ 灰掲色砂
SD3 ④ 淡灰黄色粘土  象 とな った こ とが 少 な く,遺 跡 の状 況 に も

不明な点が多かった。しかし,1994年度に
(縮尺1/40)

行った照明塔設置の際の立会調査や今回の

1層  造成上
2層 青灰色砂質土
3・ 4・ 5層 淡黄褐色砂質土
6層 淡灰褐色粘質土
7層 仄褐色粘土
8層 仄掲色砂質土
9,10。 ■ 淡灰掲色砂質土
9,10。 11層 淡灰褐色砂質土
12層  黒褐色粘質土
13・ 14層  濃茶褐色砂質土

図19 土層断面図

試掘調査で,旧地形復元の有効なデータを得ることができた。陸上競技場周辺では,縄文晩期

から弥生前期の層である黒色土が広がることが分かった。この黒色土層上面では,今回の調査

では確認できなかったが,これまでの津島地区での調査成果から当該期の水田陸畔の存在が考

えれる。また弥生時代後期から古墳時代 ,古代を中心として遺構が確認されている。こうした

ことから陸上競技場周辺では埋蔵文化財の分布密度が高いということが分かった。 (横 田)

註 (1)『岡山大学構内遺跡調査研究年報』12 1995,13～ 14頁 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

第 4節 立会調査

(1)津島地区 (図 25。 26 表 1)

1995年度における津島地区の立会調査は事業別にみると7件 ,計 10箇所で行った。これらは

掘削深度が浅く,造成上内で終了するものが大半である。掘削が深い所まで及んだ調査として

は調査◎ 。⑫ o②がある。

調査③は調査② (福利厚生施設南棟予定地)の調査区内にあたるため,詳 しくは前述の第14
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次調査概要に拠られたい。調査区南東側にあたる部分で,微高地の頂部にあたっており明治層

以下基盤砂層まで計 5枚の層を確認した。出土遺物は見られず ,調査②の南東隅や保健管理セ

ン方―の調査 (津島岡大第10次調査)で認められた弥生～古墳時代の包含層はこの地点にまで

は広がっていないことが確認できた。調査⑫ o②はいずれも電柱掘削機を用いた調査であり,

調査⑫では径70clllで 7箇所 ,調査24では径 lmで 5箇所の掘削を行った。掘削深度は1.4～ 1.5

mで ,深い箇所で近世層 ,大半は明治層までの掘削にとどまった。

今年度の津島地区における立会調査では件数は少なかったものの,造成土厚の確認等 ,地形

復元に有効な情報が得られた。

(2)鹿田地区 (図27 表 1)

鹿田地区では,事業別にみると2件 ,計 8箇所の立会調査を行った。大半は鹿田地区基幹整

備事業に伴う工事立会である。その中で調査O⑭はいずれも,通常の基礎工事と異なり,地中

深く杭を打ち込むという工法であり,遺構面への破壊が及ぶ面積はごくわずかであった。しか

し,調査⑩ (アイトープ総合センター焼却実験施設)地点については鹿田遺跡第 6次調査地点

の隣接地で,遺構・遺物の検出の可能性が極めて高いと予想され,ま た調査⑭ (附属病院液酸

タンク予定地)については,周辺での調査事例がこれまでになく,土層等の状況の把握の必要

があった。このため土層断面の観察と記録に重点をおいた調査を行うこととし,以下に報告す

るように重要な知見が得られた。

また同じくアイソトープ総合センター焼却実験施設関連工事では調査⑮・⑩ ,ま たグラウン

ド防球ネット取設工事では調査⑩・④において,それぞれ,土層の堆積状況の確認等を,狭い

範囲ながら行うことができた。今年度の立会調査では昨年に引き続き鹿田キャンパスの南側に

おいて有効なデータの蓄積を得たと言える。 (岩崎)

1 アイソトープ総合センター焼却実験施設新営に伴う立会調査 (調査⑬ :鹿田CB71区 )

調査の概要

調査区は第 6次調査地点①に隣接するため ,概ね前回の

調査成果を援用して行ない,中世と弥生期の遺構の状況を

確認することに主眼を置いた形となった。調査面積は上端

で東西約1.5m,南北 2mあ まりであるが , トレンチの基

底では東西約 lm,南北1.5m程の極めて限られた範囲と

なっている。掘 り下げは現地表下 2mあまりに及ぶ。

現地表下80～ 90clllは 造成上である。調査区の東半では前

回調査時の埋め戻し上が認められることから,文字どおり

既往の調査区に接した位置であることがわかる。以下 ,近

0            50m

図20 調査地点位置図 (縮尺1/2,000
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0〈基本層序〉

1 造成上
2 暗オリーブ灰色砂混じり粘質土
3 暗緑灰色砂質土
4 灰赤色砂混じり砂質土
5 明赤褐色砂質土 (Mn)
6 灰色砂質土 (Mn)
7 灰黄褐色砂質土 (Mn多 )
8 灰褐色砂質土 (Mn多 )
9 にぶ赤褐色砂質土 (Mn)
10 黄褐色砂混じり粘質土

〈遺構〉

al.灰褐色砂質土 (Ma)
a2 褐灰色砂質土
bl 灰黄褐色砂質土
b2 暗灰黄色砂質土 (Mn)
b3 暗赤灰色砂質土
c 赤褐色砂混じり粘質土
d 赤灰色砂混じり粘質土
e 灰赤色砂質土 (Ma)

Ocm

器   種
法量 (cm)

形 態 。手 法 の 特 徴 ほ か 色 調 胎    土
底径 器高

小生土器 甕 外面ナナメハケ+タ テ ミガキ、内面ヨヨケズリ十オサエ 茶褐色 削砂

図21 土層断面及び出土遺物

世相当と思われる灰色系の上層 (2・ 3層)が認められる。概ね灰褐色系の 4～ 6層が中世相

当と思われる。近世 。中世については,当該期の遺物は認められず ,遺構も調査区内では検出

できなかった。

マンガンを顕著に含む灰褐～灰黄褐色の 7・ 8層が,弥生時代から古墳時代初頭にかけての

土層に相当すると思われる。これらの土層中からは土器片の出土があり,と くに, 8層上面で

は古墳時代初頭の壷形土器の回縁部がまとまって出上している。 7・ 8層 ともに上面での遺構

検出を試みたが,明瞭な遺構は認められず ,土層断面の観察によっても同様である。

9・ 10層は無遺物層である。断面観察の所見によれば,9層上面から切 り込まれるラインが

いくつか認められている。ただし9層については,10層 の二次堆積土の可能性も加味して基本

層序に加えているが,あるいはこれ自体が遺構の埋上の可能性もある。また,い くつか認めら

れる遺構状のラインのうち,調査区西壁の北半で認められるものは (図21),こ れが直線的に東

壁に向かう状況が平面でも確認できている。濤 ,土坑などの可能性も高いであろう。ただし,

6次調査の成果を参照するかぎり,これに相当する遺構は検出されていない。これらの遺構の

立会調査
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時期を直接示す遺物の出土は見ておらず ,古墳時代初頭以前というより他にない。

まとめ

今回の調査では,調査面積が狭小なこともあって明確にし難い部分も多い。上述のように ,

調査当初から6次調査の成果を念頭に置き,中世期と弥生期の遺構確認に主眼をおいていた

が,中世については遺構・遺物ともに確認できなかった。双方の調査区の位置関係と,6次調

査の際に確認している遺構の位置関係を照合の上検討すると,今回の調査区は,ち ょうど2本

の濤の間にあたる位置を占める可能性が高い。偶然に調査区の東西幅が特に狭かったこともあ

り,こ うした理解でまず問題ないと思われる。

下層で認められた,弥生時代から古墳時代にかけてと思われる遺構についても,土層断面で

観察できただけである。しかもきわめて限られた範囲の所見によるため,既往の調査との対応

も困難である。遺構として認識できるかどうかについても疑間が残るものがないわけではな

く,6次調査の成果と関連させていま少し検討を要するかもしれない。      (光 石)

註 (1)『岡山大学構内遺跡調査研究年報』 8 1991 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター

『岡山大学構内遺跡調査研究年報』 9 1992 同上

2 附属病院液酸タンク設置に伴う調査 (調査⑭ :鹿田CD07・ 08区)

調査の概要

調査地点は鹿田地区の東側出入口とすぐ北側のゴミ焼却場との間にあるタンク基礎の北に接

する位置にあたる (図 22)。 構内の東端部である。

調査は1995年 11月 15日 に実施し,調査員 1名が担当した。

調査地点に上端で1.7× 2.5mの試掘坑を 1箇所設定し (図23),現地表から2,3mま での調査

を行った。現地表は標高約2.3mである。 1層は造成上で,厚さ0,9～ 1.Omを測る。 2層 。3層

手

はやや明るい灰色系の

水田層である。遺物が

出土していないため時

期の決定は明確ではな

いが,近代・近世の段

階が想定される。 4層

はやはり灰色系の上層

で,上面には鉄分の沈

着が顕著であり,土師

質土器の小片が出土し

た。中世の水田耕作層

0                 2

図23 調査地点 (縮尺1/80)
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2m

士知 ,

2 淡灰色砂質土 (細砂混)
3.淡灰白色土
4.淡灰色粘質土 (上面に Fe多 ,土器)
5.淡 (黄)灰色粘質土 (徴～細砂,Fe多)
6.青緑灰色砂質土 (硬質)
7 淡青灰色粘質土～粘土 (秒混,Fe)
8。 暗灰色粘土 (軟質)

9.灰色粘土 (歌質)
溝 l ① 淡青灰色砂混粘質土 (Fe多 )
② 淡黄灰色粘質土
③ 淡灰白色粘土 (細～粗砂)

溝2 ① 青灰色粘土 (軟質)
② 淡青灰色粘土 (灰多,軟質)
③ 暗灰色粘土 (細砂,木質,軟質,上器)
④   ″  帥 砂多)

溝3 ① 青灰色砂質土
② 暗青灰色砂混粘質土 (土器)
③ 青灰色細砂混砂質土

図24 土層断面 (縮尺1/30)

と見られる。 5層 も4層に類似する土層であるが,徴～細砂の混入および鉄分の沈着が特徴で

ある。そのため,色調はやや黄色かかった状態を示す。 6層は青灰色系の砂質土で非常に硬く

しまっており,上層とは明瞭に区別される。遺構との関係から中性の基盤層となっていたこと

が考えられる。 7層は砂を含む粘質土～粘土層である。 8層は軟質の粘土層,9層はさらに軟

「溝1-―ラ

|

卜__´ ユ善2

写真14 東壁土層 (西から)
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1995年度岡山大学構内遺跡調査報告

質を強める粘土層である。 7層以下は無遺物層と推定される。

遺構は,4層上面と6層上面で確認される。いずれも溝を形成する可能性が高い。平面規模

あるいは方向については不明であるが,溝 1は深さ50clll,清 2は深さ60clllが 確認された。溝 2

からは中世段階の上師質土器の小片が出土している。濤 3は僅かに断面に認められるのみで詳

細は不明である。また,埋土が硬くしまっていることから,基盤層に含まれる可能性も残る。

まとめ

今回の調査地点では近代・近世の水田層の下に,中世の包合層および基盤層が確認された。

遺構面は 2面は確実に存在しており,清もしっかりしたものであり,本地点には中世段階での

集落の広がりが予想される。中世以前については,低湿地的な状況を見せており,遺跡の広が

りは確認できない。非常に希薄と言えよう。                  (山 本)

註 (1)『岡山大学構内遺跡調査併究年報』4 1987 19頁 岡山大学埋蔵文化財調査室

表 1 1995年度調査一覧

番号 種類 調 査 地 区 所属 調 査 名 称 調査期間
掘鷺」深度
(m)

備 考

ユ 発掘 津島北 AW～AXH 1 事 福利厚生施設北棟新営 7,lCl-10,電 調査面積816露 弥生時代¢
水田,弥生～古墳時代の薄 ,

縄文時代後期のビット群
く津島岡大第13次調査〉

2 発掘 津島南 BB12・ 13 事 福利厚生施設南棟新営 1025～214 調査面積896∬ 弥生時代¢
水田,弥生～古墳時代の溝・
土坑
く津島岡大第14次調査〉

発掘 津島北 AW00・ 01 サテライトベンチャービジネ
スラボラトリー新営

1 16-4 25 調査面積660nt(縄文時代につ
いては1600tt)弥 生時代の水
田・濤 ,縄文時代晩期貯蔵穴 ,

後期貯蔑穴・竪穴住居・炉・
ピット・土坑 く津島岡大第15
次調杢〉

試掘 津島南 BE26 事 ヨ際交流会館新営 94～ 7 造成上以下,明治・近世・中
世と思われる土層確認。以下
は湿地状。出土遺物なし。遺
構は舅治の畝のみ。

試掘 津島北 AV02・ 03 環 環境理工学部棟新営 ll.2L22 標高3,2mで黒色土上面。

試掘 津島南 BF07 学 ボクシング部ボックス移設 3.18 標高2.5mで 黒色土確認。Й
生～古墳時代の溝 2条 ,古A
濤 l条確認。

7 立会 津島北 AV04 事 地域学習センター便所増築 7 10。 17 0 55 造成上内

立会 津島北 AZ03 教育 水道配管修理 7.12 既設工事内。

立会 津島南 BB12 事
南福利厚生茂

設予定地

樹木移植 明治層以下 5層識別。出土遺
物なし。

立会 津島南 BB12 事 支障部分撤去 造成上内

11 立会 麗田 BF17・ 18 医病 鹿田地区基幹整備
附属病院連絡通路新設

102・ 3 造成土以下茶褐色土,青灰色
粘質土層,遺物なし

立会 津島北 AU14,AV13・ 14 図 図書館新営に伴う仮設電柱講
置

木柱 7カ 所,径 70911の オー
ガーで掘削,4カ所は明治層
まで,他は造成上内

立会 鹿田 C871・ 72 ア 鹿田地区基幹整備
アイントープ総合センター

焼却研究棟配管移設

10.6,9 集水桝 2基は北10m,南 0.8
m掘削。造成上はGL O,6m。
以下,晴褐灰色砂質上。配管
部は造成上内。
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立会調査

番号 種類 調 査 地 区 所層 調 査 名 称 調査期間
掘削深度

(m)
備 考

立会 麗田 CD07・ 08 医病 鹿田地区基幹整備
液酸タンク設置工事

ll,15 中世遺構面 2面確認。濤 3条
確認。中世基盤層がしっかり
している。溝内から中世・古
代の上師器出土。

立会 烏山 AV43 事 いデジタルツーカー中国基地
局設置

1215 l 自然地形のみ

立会 鹿 田 CB70 ア 鹿田地区基幹整備
アイツトープ総合センター

焼却研究棟ガス管理設工事
1 29 1 1 造成上,既設工事内

17 立会 鹿田 CC CD08～ 10 医病 鹿田地区基幹整備
附属病院液酸タンク
U字溝埋設工事

2 14・ 19,20 包含層確認。中世の上器細片
採取。既設管,基礎などで遺
存部分は区間全長の1/2程度

立会 津島北 AV04・ 10 工 駐輪場設置に伴う樹木移植 2.15.16 造成上内

立会 鹿田 DF56～ 67 医 防球ネット取設工事に伴う欄
木移植

2 19 造成上内

立会 鹿田 BZ71 医 鹿田地区基幹整備工事
アイツトープ総合センター

焼却研究棟配管工事

2.22 造成上内

立会 津島北 AV04 工 駐輸場設置工事 2 29 造成上内

立会 津島北 AW06 工 駐輪場設置工事 11 造成上内

立会 鹿田 DF56～ 67 医 方球ネット取設工事 3.13 3 径60cIを 12箇所。 4箇所で土
器片,石器の採取あり。調査
区西寄りは,GL-2m以下が旧
河道か。

立会 南島

２０

津

ＢＤ

BD19,BB～ 農薬 動物実験棟新営に伴う電注仮 3 29 明治～近世層まで掘削
設

4846444240383634323028262422201816141210080604020t198
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図25 津島地区全体図 (縮尺1/20,000
☆は調査⑦地点を示す
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図27 今年度の調査(2)鹿田地区 (縮尺1/3,000)
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1995年度普及・研究・資料整理活動

第 2章 1995年度普及 。研究・資料整理活動

1 資料整理

本年は次の 5件の発掘調査の資料整理を行った。

① 津島岡大遺跡第 6次調査 (工学部生物応用工学科棟)

報告書刊行

② 津島岡大遺跡第 7次調査 (工学部情報工学科棟)

報告書刊行

③ 鹿田遺跡第 6次調査 (アイツトープ総合センター)

遺物の実測・ トレース・写真撮影,文章作成

④ 津島岡大遺跡第 9次調査 (工学部生体機能応用工学科棟)

遺物の注記・復元

⑤ 津島岡大第11次調査 (総合情報処理センター)

報告書刊行

2 分析依頼

① 鹿田遺跡第 6次調査出土種子の分析…岡山大学農学部 沖 陽子

3 刊行物

① 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第14号       1995年 10月 刊行

② 岡山大学構内遺跡調査研究年報 第12号           1995年 12月 刊行

③ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第 9冊           1995年 12月 刊行

④ 岡山大学構内遺跡発掘調査報告 第10冊           1996年 2月  刊行

⑤ 岡山大学埋蔵文化財調査研究センター報 第15号       1996年 3月  刊行

4 調査員の活動

(1)資料収集活動

岩崎志保

構内遺跡出土陶磁器の資料調査ほか :太宰府市教育委員会・壱岐原ノ辻遺跡ほか

画像石資料の実査 :倉敷市大原美術館

光石鳴巳
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調査員の活動

湧別系細石刃石器群資料の実査 :札幌大学 。今金町教育委員会 。明治大学

山本悦世

輸入陶磁器類の資料調査ほか :太宰府市教育委員会・壱岐原ノ辻遺跡ほか

横田美香

京都府向日市周辺の古墳踏査

(2)学会・研究会等参加

岩崎志県

考古学研究会総会 (7月 ),日 本中国考古学会総会 (9月 )

光石鳴巳

考古学研究会総会 (7月 ),中 。四国旧石器文化談話会 (9月 ),近畿旧石器交流会 (H

月),東北日本の旧石器文化を語る会 (12月 ),長野県旧石器文化研究交流会 (2月 )

山本悦世

日本考古学協会総会 (5月 ),中四国縄文研究会 (6月 ),考古学研究会 (7月 ),埋蔵文化

財研究集会 (3月 )

横田美香

考古学研究会総会 (7月 ),埋蔵文化財研究集会 (3月 )

(3)研究発表他

岩崎志保

「中国華北地方の墓制の変遷」考古学研究会例会 (2月 )

横田美香

「 6・ 7世紀の須恵器の生産と流通」考古学研究会例会 (4月 )

他)論文・資料報告

光石鳴巳

『恩原 2遺跡』岡山大学文学部考古学研究室 (共著)

「恩原 2遺跡における細石刃石器群の技術論的考察」『恩原 2遺跡』

山本悦世

「備前地域における古代後半の上器様相」『津島岡大遺跡 6』 岡山大学構内遺跡発掘調査報

告第 9冊

横田美香

「定北古墳出土陶棺の系列と編年」『定北古墳』岡山大学考古学研究室

「須恵器の年代」『定北古墳』岡山大学考古学研究室
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1995年度普及 。研究・資料整理活動

5 日誌抄

1995年

4月 1日  横田美香功手着任
4月 3日  第 1回月例会議

・ 平成 7年度事業計画・予算案

4月 13日  センター歓迎会
4月 26日  臨時会議

・ 決算・予算案について

。発掘調査に係る物品購入について

5月 8日  第 2回月例会議
・ 報告書作成進行状況

5月 10日  木器処理,PEG濃度を70%に上げ
る

5月 18日  運営委員会開催
。平成 6年度決算

・ 平成 7年度予算案

・ 平成 7年度事業計画

5月 24日  管理委員会開催
。平成 6年度決算

・ 平成 7年度予算案
。平成 7年度事業計画

6月 1日 炉保存処理作業開始
6月 2日 第 3回月例会議
6月 14日  『津島岡大遺跡 5』 ,セ ンター報 13

号発送

6月 28日  津島岡大第13次調査打ち合わせ
6月 30日  木器処理,PEG濃度を75%に上げ

る

7月 3日  第 4回月例会議
7月 10日  津島岡大遺跡第13次調査再開
8月 21日  博物館実習開始 受講生41名
8月 31日  博物館実習終了
9月 1日 第 5回月例会議

・ 調査報告

9月 4日 国際交流会館予定地試掘調査
(～ 7日 )

9月 7日  津島岡大第14次調査打ち合わせ
9月 12日  事務局第一会議室展示入れ替え
9月 21日  運営委員会開催

。津島岡大第13次調査成果について

・ 福利厚生施設 (南)の発掘調査開

始について

10月 4日 第 6回月例会議
津島岡大第13次調査終了

10月 6日  津島岡大第14次調査造成上取 り開始
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10月 25日  津島岡大第14次調査開始
鹿田外来棟出土井戸枠貸し出し

(県立博物館へ)

11月 6日 第 7回月例会議
木器処理 PEG濃度を80%に上げる

11月 15日  津島岡大第15次調査打ち合わせ
11月 21日  環境理工学部棟予定地試掘調査

(～22日 )

■月29日  岩崎・山本,太宰府市教育委員会ヘ
出張

11月 30日  岡山県立博物館より井戸枠返却
12月 1日  第 8回月例会議
12月 11日  津島岡大第15次調査造成上・埋土取

り開始

12月 12日  センター建物内ワックスかけ
12月 15日  センター忘年会
12月 19日  運営委員会開催

・ 助手及び技術補佐員の採用につい

て

。平成 7年度施設整備に伴う調査に

ついて

・運営委員の継統及び任命について

・ 津島岡大第14次調査の経過

12月 27日  大掃除
12月 28日  御用納め

1996年

1月 4日  仕事始め
1月 5日 木器処理,PEG濃度を85%に上げ

る

1月 11日  第 9回月例会議
1月 12日  年報12号納品
1月 16日  津島岡大遺跡第15次調査開始
1月 17日  『津島岡大遺跡 9』 納品
1月 18日  『津島岡大遺跡 9』 ,年報12号発送
1月 24日  管理委員会開催
2月 1日  第10回月例会議
2月 14日  津島岡大遺跡第14次調査終了
3月 4日 第■回月例会議
3月 7日  津島岡大第17次調査打ち合わせ
3月 18日  ボクツング部ボックス移設地試掘調

査

3月 28日  センケー報15号納品
3月 29日  津島岡大第16次調査打ち合わせ



1995年度までの遺物保管状況

6 1995年度までの遺物保管状況

(1)遺物収蔵量

1996年 3月 31日 における本センターの遺物収蔵量は表 2に掲げるとおりで,約30リ ットル収

納のコンテナに換算すると2203箱である。昨年度に比較して500箱以上もの増加となった。発

掘調査では津島岡大遺跡第 13・ 14。 15次調査を行っており,13次調査で17箱 ,14次調査で16箱

分の遺物が出土した。第15次調査は1996年度 4月 まで継続した調査であり,355箱分の遺物が

出土した。特に縄文時代後期・晩期の河道からの遺物が目立ち,なかでも河道及び貯蔵穴から

採集した土壌サンプルや貯蔵穴内の堅果類はコンテナにして300箱を数えた。一方試掘・立会

調査での出土遺物は少なく,昨年度までの収蔵量と大差ない。

(2)遺物保管状況

現在 ,津島岡大第15次調査出上の上壊資料300箱は収蔵室の通路にまで置かざるを得ない状

況である。この土壊に限っては洗浄作業の進行につれ ,こ の状況はいずれ解消されることとな

る。しかし,土壊以外の遺物については今後の整理分析作業により,最終的な収納形態を整え

ることになり,箱数は増加することが見込まれる。土壊以外の遺物については年々確実に箱数

は増え続けて消り,近い将来,収納容量を超えることが予測される。

表 2 埋蔵文化財調査研究センター収蔵遺物概要

所属 憧類
地       区

調 査 名 称

箱   数 (1箱 :約 30ゼ )
備   考
主要時期・特殊遺物

政

嗣

総 数 土 器 石器 木器 その他 サンプル

医病 発掘 鹿田第 1次調査 (外来診療棟) 6

ス
器
鏃

他

１
エ　
ラガ
鉄

銅

弥生中期～中・近世

短甲状・櫂状木器等

3

鹿田第 2次調査(NMR― CT室 ) 3 3 弥生後期～中世,田舟・木簡等

墨短 逐田第 3次調査 (校舎) 5 古代～中世 □

鹿田第 4次調査 (配管) 3 2 1 古代,鹿角製品

盛病 穂田第 5次調査 (管理椋) 1 弥生後期～中・近世 ②

ア 鹿田 6次調査

(アイツトープ総合センター)

中世,青銅製椀 ⑬

全 津島岡大第 1次調査(NP-1) 4 4 弥生中期～古代 C

農 津島岡大第 2次調査

合併処理稽

排水管

1 縄文晩期～弥生前期 ④

学生 津島岡大第 3次調査

(男子学生寮)

縄文後期～弥生,古代～近世

石製指輪,蛇頭状土器片
⑬

津島岡大第 4次調査

(屋内運動場)

l 1 縄文晩期～弥生前期

く試掘調査遺物を含む〉

0
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芳属 種類
地       区

調 査 名 称

箱 数 (1箱 !約30ゼ )
備   考
主要時期・特殊遺物

文

献
総 数 土  器 石 器 木 器 その他 サンプル

大 自 発掘 津島岡大第 5次調査

(大学院自然科学研究科棟)

2 縄文後期～弥生,古代～近世
耳栓・木製櫛 (縄文)

9

工 津島岡大第 6次調査

(生物応用工学科棟)

l 縄文後期～近世

人形木器,ア ンペラ
a

津島岡大第 7次調査

(情報工学科棟)

7 1 5 縄文後期～近世

全 津島岡大第 8次調査

(遺伝子実験施設)

I 縄文後期～近世 Q

工 津島岡大第 9次調査

(■体機能応用工学科)

258 縄文後期～近世 廻

全 津島岡大第10次調査

(保健管理センター)

亦生前期～近世 廻

津島岡大第11次調査

(総合情報処理センター)

4 2 健文後期～近世

津島岡大第12次調査

(図書館)

ユ l・B文後期～近世 餌

津島岡大第13次調査

(福利厚生施設 北)
縄文後期・古墳前期 。中世 Ｇ

国

津島岡大第14次調査

(福利厚生施設 南)
l 弥生～古墳 a

津島岡大第 15次調査

(サテライ トベンチャービジネ

スラボラトリー)

355 縄文後期・晩期・弥生～中世
アンペラ

医病 試掘 鹿 田 駐車場 l l 弥生～中世 C

学生

教育

津島北 男子学生寮
″  研究棟

1 縄文後期～弥生前期

大自 ″  自然科学研究科棟 1 と 縄文後期～弥生前期 C

事 津 島 外国人宿舎 (土生) 1 l 縄文～中世 ③

理 津島北 身障者用エレベーター 0,3 中 。近世

教養 津島南 縄文・中世

工 津島北 校舎 l 1 縄文～近世 C

農葉 津島南 動物・遺伝子実験施設 縄文～弥生,中・近世

事 津島南 国際交流会館 中世

大 自 津島北 合併処理槽 中・近世 廻

学 生 津島南 学生合宿所 中世

教育 津島北 身障者用エレベーター 縄文
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所属 種類
地       区

調 査 名 称

箱 数 (1箱 :約30ゼ )
備   考
主要時期・特殊遺物

総 薮 土 器 石器 木器 その他 サンプル

図 試掘 津島北 図書館 古墳～中世 g

挙生 津島南 学生合宿所ポンプ槽 縄文～中世 3

簑生 倉 敷 資源生物科学研究所 近世

ア 逐 田
アイツトープ総合センター

1 l 中世～近世

事 津島北 福利厚生施設 弥生 ?～中世

農 津島南 動物実験施設 縄文 ?～近世 ⑬

全 立会 '83年度 2 2 分銅形土製品 ①

'84年度 1 1 ②

'35年度 l 1 ⑥

'86年度 C

'87年度 C

分布 '89年度 三朝 。本島 Q

全 立会 '91年度 '92年度
＠

６

'93年度 '94年度 '95年度

⑪

廻

国

総  箱  数 1

※文献番号は附表 3,4に対応する。文献38は本年報13を指す。

遺物の保存処理

7 遺物の保存処理

(1)木器処理

1994年 6月 から開始した第 2期分の PEG合浸処理は順調に継続中である。今年度の濃度上

昇工程は以下のとおりでる。

1995年 5月 10日  65→70% 6月 30日  70→75% 8月 31日  75→80%

H月 6日  80→85% 1996年 1月 5日  85→ 90%

昨年度末に65%に上げた後 , 1ケ月半～ 2ケ月毎に 5%ずつ濃度上昇を行った。濃度の上昇

につれて PEGの溶け方が遅くなったため,よ り時間をかけて合浸させることとした。そのた

め処理開始当初は今年度中の完了を予定していたが,90%ま での上昇まで行ったところで,来

年度に継続することとなった。

(2)そ の他の保存処理

①切 り取 り遺構の保存処理 (写真15-A)
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1995年度普及・研究・資料整理活動

発掘調査中に現場で切り取 り持ち帰った下記の 2点の遺構について保存・収納可能な形態に

整えるための作業を行った。

・ 津島岡大遺跡第 7次調査 (工学部情報工学科棟)匠 10

当資料については1988年度に発泡ウレタンによる科学的保存処理を行っていた②。この時点

では全 6工程のうち仕上げの 2つの工程を実施しないまま年月が過ぎていた。今年度は最終的

な仕上げ処理,すなわち収納・展示可能にするための枠を取り付ける作業を行った。

・ 津島岡大遺跡第10次調査 (保健管理センター)炉 (土坑 6)0

上記資料と同一の方法で,現場にて取 り上げ保存していたものである。この資料についても

同じく収納・展示可能な形態に整える作業を行った。作業前の状態はいずれも炉壁の周囲を和

紙・ウレタン・ダンボールで保護したもので ,まずこれらを象Jがす作業から始めた(写真Al)。

以下作業工程について記述する。

1 天地逆の状態で厚壁を出来る限り削る。もう一度和紙を貼る (写真A2)。

2 木粋をはめ込み,周囲に二種混合発泡ウレタンを注入する (写真A3)。

3 底板を取 り付け (写真A4),天地を戻す。

4 炉の上部を覆っているウレタンを除去 (写真A5)。

5 炉壁の修復・クリーニングを行い,表面にバインダー溶液を塗布 (写真A6)。

6 紙粘土で表面を仕上げ,着色 (写真A7)。

どちらの資料も,現場での取 り上げ時よりも軽量にすることに成功し,当初の目的である展

示公開に向けての準備は整ったと言える。

②井戸枠の処理 (写真15-B)

鹿田遺跡第 1次調査 (井戸 4)① で出上した井戸枠 (井筒)は ,かなり大型の資料であるもの

の,自然乾燥が良好に進み,多少の木皮の剣落はあるが,極めて良好な状態で保存されてき

た。今回,県立博物館への貸出依頼を受けるにあたって,これ以上の乾燥・劣化を防ぐため ,

表面のクリーニングと,表面保護用の薬剤塗布を行った。使用した薬剤はウッディプラスター

(50%水溶液)である。まず小型のハケやブランで表面のはこりを丁寧に除去し,その後保護

剤を塗布した。処理後の状態は良好である。 (岩崎)

註 (1)縄文時代後期 『津島岡大遺跡 6』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 9冊 1995岡 山大学埋蔵文
化財調査研究センター

(2)『岡山大学構内遺跡調査研究年報 6 1988年度』1989 p31-33 同上

(3)古代か 『岡山大学構内遺跡調査研究年報 11 1993年度』1994 同上
(4)『鹿日遺跡 I』 岡山大学構内遺跡発掘調査報告第 3冊 1988 同上
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資料の貸出

写真15 保存処理作業の経過 (A:炉の処理,B:井戸枠処理)

8 資料の貸出

貸出資料名 (調査名) 点数 貸 出 期 間 ・ 目 的 貸 出 先

井戸粋 (鹿田第 1次 ) 一組

2点

平成 7年 10月 28日 ～11月 26日

特別展展示「水と暮らし」

岡山県立博物館

-41-



1995年度活動のまとめ

第 3章 1995年度活動のまとめ

本年度は稲田孝司センター長以下 ,助手 4名 ,技術補佐員 1名 の業務体制で,構内遺跡の調

査及び整理分析作業を行った。今年度の発掘調査は年度婆初に予定されていた福利厚生施設新

営に伴う2件の調査 ,すなわち津島北地区の北棟 (津島岡大遺跡第13次調査),津島南地区の南

棟 (同第14次調査)に加えて,サテライトビジネスラボラトリー新営に伴う津島岡大遺跡第15

次調査の計 3件を実施した。第13次調査は昨年度 2ケ月行った後中断した調査を再開したもの

である。本年度は中世層以下の調査を実施し,弥生時代後期頃と考えられる大濤及び弥生～古

墳時代初頭の濤群 ,弥生時代前期の水田畦畔,縄文時代のピット群などを検出した。調査地点

は微高地上にかかる比較的安定した地形にあたり,周辺の既調査地点 (第 11。 12次調査)の成

果ともあわせて,津島キャンパス北西地区の資料蓄積が進んだ。第14次調査地点は保健管理セ

ンター (第10次調査)の西側である。集落の集中が期待される徴高地ではなく,微高地から浅

い谷部への移行部分にあたった。主要な遺構では,弥生時代の水田畦畔 2面 ,弥生時代後期～

古墳時代前半の溝群 ,古代・中世の濤群などを検出した。微高地に挟まれた浅い谷地において

も黒色上の堆積が確認され,その上面で水田畦畔を検出したことは,当該期の水田経営を考え

るうえで有益な資料と言えよう。第15次調査は第 3次調査地点に重複する形で実施し,中世耕

作痕・溝 ,古代水田畦畔 ,弥生時代水田畦畔 2面 ,縄文時代貯蔵穴・ピット群 。竪穴住居状遺

構などを検出した。特に縄文時代の成果は注目すべきものである。調査区北西部の河道には後

期・突帯文期の貯蔵穴群を検出した。また徴高地上では調査区東端で検出した竪穴住居状遺構

やサヌカイ ト集積土坑の存在など,こ れまで希薄であった縄文時代後期段階の状況に関して極

めて有益なデーケを得ることができた。そのほか 3件の試掘調査 ,立会調査も随時実施した。

室内の整理作業の成果としては『津島岡大遺跡 6』 ・『津島岡大遺跡 7』 の 2冊の報告書の

刊行が挙げられる。1988年度に実施した工学部生物応用工学科棟・情報工学科棟の調査と1998

年度に実施した総合情報処理センターの発掘調査成果をまとめたものである。定期刊行物では

構内遺跡調査研究年報12,セ ンター報14・ 15号を予定通 り刊行した。年報12号には松谷暁子氏

による構内遺跡出土試料 (鹿田第 1。 5次調査 ,津島第 7次調査)の灰像分析の成果を附編と

して掲載した。保存処理作業では継続中の木器処理のほか,炉・井戸枠の処理を実施した。

本年度は実数としては定員減にもかかわらず ,発掘 3件・試掘 3件と例年よりも多くの調査

件数をこなし,2冊の報告書刊行等 ,充実した活動成果を得られた。また保存処理作業などか

ねてからの懸案事項も少しずつ解消しつつある。今後も学内・外を問わず ,調査成果の公開等

啓蒙活動を続け,よ リー層埋蔵文化財の理解を深めて行く必要がある。
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